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水質事故の対応訓練を実施します 
～迅速な対応による被害の拡大防止を目指して～ 

 

 

 

 

 本格的な冬を迎え、暖房器具を使用する機会が増えることにより、河川や水路に油類が流

出する事故の増加が懸念されます。 

 油類等が河川や水路に流出した際の“迅速かつ適確な対応による被害の拡大防止”を目的

に、消防署と自治体とともに「令和７年度 水質事故対応訓練」を開催します。 

〈実施日時等〉                   

１．日 時  令和７年１１月１７日（月） １３時３０分～１５時３０分 

２．場 所   郡山市富久山町久保田字中台地内（阿久津橋上流左岸） 

       ※ 別添会場案内図を参照願います。 

３．参加者  消防署と自治体の水質事故対応担当者 約６０人 

４．その他   悪天候、突発的な災害等によって中止となる場合があります。 

〈実施内容〉 

１．「オイルフェンス設置訓練」 

流出した油類等の下流への拡散を防ぎます。 

※ 準備のためのロープ結び等の訓練も併せて行います。 

２．「側溝（水路等）を想定した油流出対策訓練」 

側溝（水路等）での油流出の対応として、土のう、塩化ビニール管等を使用して、油類の

流出を防ぎます。 

３．「水質異常時の現地での初期対応訓練」 

パックテストによる簡易測定 ほか 

※ 過去の実施状況は、別添【参考】のとおり。 
 

 

＜発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ、郡山市記者クラブ、須賀川市記者クラブ＞ 

【お問合せ先】 

阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局                  
（事務局:国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所 河川管理課） 

TEL ０２４（５３９）６１２９（直通） 
河川管理課長 猪股 格   （内線３３１） 

 

 阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局（事務局 
福島河川国道事務所）は、河川や水路などの公共水域へ油類
などが流出した水質事故を想定し対応訓練を実施します。

記 者 発 表



令和７年度 水質事故対応訓練（位置図）

駐車場
（郡山河川防災センター）

水質事故対策講習会 会場
（阿武隈川河畔 阿久津橋上流）

出典：国土地理院地図に会場情報を追記して掲載



【参考】
前回　実施状況

ロープ結び訓練 オイルフェンス接続訓練

オイルフェンス設置訓練（１） オイルフェンス設置訓練（２）

側溝での油流出防止訓練 　　水質異常時の現地での初期対応訓練

油類の流出事故　月別件数

過去５年及び今年　油類の流出事故　月別件数　水質事故（油流出）件数
月別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
Ｒ７ 0 1 2 2 3 1 2 3 6 2 22 ( 3)
Ｒ６ 0 1 1 0 1 1 2 1 1 0 1 0 9 ( 3)
Ｒ５ 2 1 1 0 2 1 3 0 0 0 1 2 13 ( 7)
Ｒ４ 2 3 3 0 1 0 1 1 2 0 0 2 15 (10)
Ｒ３ 1 5 3 2 4 3 0 2 2 1 1 1 25 (11)
Ｒ２ 2 0 1 1 2 1 4 1 2 3 2 4 23 ( 9)

※冬期は１、２、３、１１、１２月
※Ｒ７は10月まで

合計（内冬期）


